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旧大名小学校の校舎、跡地の有効活用について 
 

請 願 者 
中央区大名一丁目11－28 
旧大名小跡地の有効活用を考える会 
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要  旨 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 旧大名小学校は明治６年に開設された本市で最初の小学校であり、元総理大臣の広田弘毅を初め、多

くの功労者、著名人を輩出してきました。昭和４年に建設された校舎は戦前から残る本市唯一の学校施

設であり、貴重な歴史遺産です。 
 本市の発展に伴って市中心部の児童数が減少し、旧大名小学校は平成 26 年に旧舞鶴小学校、旧簀子

小学校と統合され廃校となりましたが、その後も熊本地震の発生に当たっては、救援物資の集積場所と

して極めて有効に活用されたほか、現在も周辺地域の避難場所や、運動会、餅つきなどのイベント会場

の広場として引き続き活用されています。 
 旧大名小学校跡地は本市にとって重要な都心の公有地であると同時に、周辺住民にとっては防災上、

地域のきずなづくりの上でも欠かせない機能を持っています。平成 22 年２月に跡地整備について地域

と市が合意した計画書については、これを着実に遵守しつつ、本市のさらなる発展に向けた都心機能の

更新や、保育所不足への対応など幅広い視点で有効な活用が図られることを切に望むものです。 
 よって、以下の事項を請願します。 

 

１．平成22年２月の大名小学校の学校再編に関する計画書で地域と合意した 

(1) 校舎の一部保存 

(2) 現在の運動場と同等面積の広場の整備 

(3) 大名公民館の移転改築等の実現 

(4) 消防分団車庫の適正配置 

以上については、計画書に記載の内容を遵守すること。 

２．前項のうち(2)の広場については、市に所有権を残し、地域の避難場所や地域イベントの場として

活用できるものとすること。 

３．旧大名小学校ゆかりの功労者を顕彰し、かつ一般が使用できるスペースを配置すること。 

４．都心機能の更新や保育所不足の解消など都心が抱える課題の解決に向けて有効に活用すること。 
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